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１ 開 会  

 

午後３時３０分 

 

【司会】  皆様こんにちは。審議会の開催にあたりまして、事務局から

ご協力お願いをいたします。携帯電話をお持ちの方、マナーモードに設定

していただきますようにお願いします。 

 間もなく開催いたしますので、しばらくお待ちください。 

 ただ今から、平成２８年度第１回大阪府国土利用計画審議会を開催いた

します。 

 委員の皆様におかれましては、大変お忙しい中お集まりいただきまして、

誠にありがとうございます。 

 私は本日の司会を務めます、都市計画室計画推進課の奥林と申します。

どうぞよろしくお願いします。 

 本日は、現委員数２３名のうち、１６名の委員の御出席をいただいてお

ります。大阪府国土利用計画審議会条例第５条第２項の規定により、本審

議会の定足数を満たしておりますことをご報告申し上げます。 

 なお、本審議会は公開で行いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、審議会の開会にあたり、都市整備部長から御挨拶を申し上げ

ます。 

 

【吉村 都市整備部長】  大阪府の都市整備部長の吉村でございます。

委員の先生方におかれましては、大変お忙しい中、御出席を賜りますとと

もに、平素より、府政の推進に、御指導・御支援を賜り、厚く御礼申し上

げます。 
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 大阪府におきましては、第四次の大阪府国土利用計画を踏まえまして、

とりわけ、私どもの都市整備部では、府民の安全・安心の確保や大阪・関

西の成長に資するインフラの整備、維持管理などを通じまして、適切な土

地利用の誘導に取組んでまいりました。 

 しかしながら、国土利用計画における一部の土地利用区分が目標とする

面積から乖離するなど土地利用における課題が見受けられております。 

 国におきましても、昨年の８月、「適切な国土管理」、「自然環境・景観を

保全・再生・活用する国土利用」、「安全・安心を実現する国土利用」を基

本方針とする、全国版「第五次 国土利用計画」が策定されたところでご

ざいます。 

 大阪府におきましても、土地利用における課題の解決に向け、全国版の

計画も踏まえまして、今後１０年間における大阪府の土地利用の目指す方

向を示す、「大阪府国土利用計画（第五次）」の策定に向けて、昨年度より

本審議会の部会におきまして検討を重ねて参りました。 

 本日は、部会においてとりまとめました素案について御報告し、委員の

皆様の御意見を賜りたいと存じます。御審議のほど、よろしくお願いいた

します。 

 

【司会】  ありがとうございました。 

 続きまして、本日、御出席いただいております委員の皆様をご紹介いた

します。 

 まず、学識経験者の委員を御紹介します。 

 槇村委員でございます。 

 

【槇村 会長】  槇村でございます。よろしくお願いいたします。 
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【司会】  澤木委員でございます。 

 

【澤木 委員】  澤木でございます。よろしくお願いいたします。 

 

【司会】  北後委員でございます。 

 

【北後 委員】  北後でございます。よろしくお願いいたします。 

 

【司会】  滋野委員でございます。 

 

【滋野 委員】  滋野でございます。よろしくお願いいたします。 

 

【司会】  加我委員でございます。 

 

【加我 委員】  加我でございます。よろしくお願いします。 

 

【司会】  石黒委員でございます。 

 

【石黒 委員】  石黒です。よろしくお願いします。 

 

【司会】  山野委員でございます。 

 

【山野 委員】  山野でございます。よろしくお願いします。 

 

【司会】  栗本委員でございます。 
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【栗本 委員】  栗本です。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

【司会】  阪井委員でございます。 

 

【阪井 委員】  阪井でございます。よろしくお願いいたします。 

 

【司会】  続きまして、府議会議員の委員を御紹介します 

 池下委員でございます。 

 

【池下 委員】  池下です。よろしくお願いします。 

 

【司会】  前田委員でございます。 

 

【前田 委員】  前田です。よろしくお願いします。 

 

【司会】  橋本委員でございます。 

 

【橋本 委員】  橋本です。よろしくお願いします。 

 

【司会】  原田委員でございます。 

 

【原田 委員】  原田でございます。よろしくお願いします。 

 

【司会】  中村委員でございます。 
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【中村 委員】  中村です。よろしくお願いします。 

 

【司会】  大橋委員でございます。 

 

【大橋 委員】  大橋です。よろしくお願いします。 

 

【司会】  続きまして、大阪府市長会会長の田中委員でございます。 

 

【田中 委員】  田中誠太でございます。よろしくお願いします。 

 

【司会】  御紹介は以上でございます。 

 なお、お配りしました委員配席表には、中谷委員の記載がございますが、

本日、御欠席の御連絡をいただいております。この場をお借りしまして、

お伝えします。 

 それでは、委員の皆様にお配りしております資料の確認をさせていただ

きたいと存じます。 

 お手元の配布資料一覧をご覧ください。資料は６点ございます。 

 ①配布資料一覧及び委員配席表、これが両面になっております。 

 ②大阪府国土利用計画審議会条例及び規則、ホッチキス止めにしており

ます。 

 ③議題及び委員・幹事名簿、これもホッチキス止めにしております。 

 ④資料１ 平成２８年度第１回大阪府国土利用計画審議会議案書。 

 ⑤参考資料１ 大阪府国土利用計画（第五次）素案（概要版）。 

 ⑥参考資料２ 第五次国土利用計画（全国計画）概要でございます。 

 なお、委員の皆様には、議案説明時の「パワーポイントの表示画面」と
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大阪府国土利用計画（第五次）策定スケジュール（案）及び大阪府国土利

用計画（第四次）を補助資料としてお手元に配布させていただいておりま

す。 

 漏れている資料は、ございませんでしょうか。もし、ございましたらお

知らせください。 

 それでは、大阪府国土利用計画審議会条例第５条第１項において、会長

が当会議の議長になると定められておりますので、槇村会長に議事進行を

お願いしたいと思います。 

 槇村会長、よろしくお願いします。 

 

 

２ 署名委員の指名 

 

【槇村 会長】  本審議会の会長を務めております槇村でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 委員の皆様方、また、関係者の皆様方には、大変お忙しいところ、本日

ご出席を賜り、大変ありがたく御礼を申し上げたいと思います。 

 それでは議事に従いまして、進めてまいりたいと思います。 

 はじめに、本日の会議録の署名委員を決めさせていただきたいと思いま

す。 

 会議録の署名委員は、審議会規則第５条第２項の規定によりまして、会

長及び会長が指名する委員となっております。まことに僭越でございます

が、私のほうから、次のお二人の委員にお願いしたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 まず、学識経験者の委員からは、加我委員に、また府議会議員の委員か
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らは、原田委員にお願いしたいと思いますが、よろしゅうございますでし

ょうか。 

 

【加我 委員・原田 委員】  はい。 

  

 

３ 報告案件「大阪府国土利用計画（第五次）の策定について」 

  説明・質疑 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 それでは、報告案件に移り

たいと思います。 

 ただ今から、平成２８年度第１回大阪府国土利用計画審議会の議事に入

ります。 

 本日の内容といたしまして、お手元にございますように報告案件１件で

ございます。 

 それでは、まず大阪府国土利用計画（第五次）の策定について、今日は

素案を御説明するということになっております。内容につきましては、幹

事からよろしく説明お願いいたします。 

 

【幹事 中村計画推進課参事】  私は、都市整備部都市計画室計画推進

課、中村でございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。私のほうか

ら「大阪府国土利用計画（第五次）」の策定について、ご報告させていただ

きます。 

 お手元にお配りしております資料１「大阪府国土利用計画（第五次）素

案」でございます。また、その概要版としまして、参考資料１をお配りし
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ております。 

 それでは、その概要につきまして、前の画面に従い、順次ご説明いたし

ます。 

 はじめに、国土利用計画の概要でございますが、国土利用計画は、国土

利用計画法に基づき、総合的かつ計画的な国土の利用を図るための基本的

な事項について定める計画でございます。 

 個別法に基づく土地利用規制を定める計画だけでは対応できないような、

広域的･総合的な視点から、それぞれの計画間の整合を図るとともに、その

改善策の企画立案、実施の促進を図ることを目的とするものでございます。 

 次に「大阪府国土利用計画」の位置づけでございますが、国において

「国土形成計画」と一体的に作成される「国土利用計画」の全国計画を基

本として、府の関係計画と整合を図り、策定いたします。 

 また、大阪府土地利用基本計画や、都市計画法に基づく都市計画区域マ

スタープランは、本計画に沿って策定することとなります。 

 続きまして大阪府国土利用計画（第五次）の策定の背景でございますが、

近年、人口減少・超高齢社会の進展、東日本大震災による甚大な被害の発

生等、土地利用を取り巻く社会経済状況が大きく変化しております。 

 国土交通省では、このような状況を踏まえ、「適切な国土管理の実現」、

「自然環境・美しい景観の保全・再生・活用」及び「安全・安心の実現」

を国土利用の３つの基本方針とする、第五次国土利用計画（全国計画）を

平成２７年８月に策定いたしました。 

 現在の「大阪府国土利用計画（第四次）」は平成２２年１０月に策定し、

平成３２年を目標年次としておりますが、大阪府もこれらの状況を踏まえ、

第四次計画を改定し、平成３９年を目標年次とする新たな大阪府国土利用

計画（第五次）を平成２９年に策定したいと考えております。 
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 次に大阪府国土利用計画（第五次）の策定にかかるこれまでの検討の経

緯でございますが、平成２７年１月の本審議会におきまして、計画の策定

について部会を設置し、検討を進めることをご承認いただいております。 

 その後、第四次計画に係るＰＤＣＡの検討結果も踏まえ、平成２７年度

に部会を２回開催し、土地利用についての課題抽出や基本理念等について

検討を行い、取りまとめた基本的考え方を平成２８年１月の本審議会に報

告いたしました。 

 今年度もこれまでに部会を２回開催し、基本的考え方に「土地の利用目

的に応じた区分ごとの目標」や「目標を達成するために必要な施策の概要」

も含めた計画の素案について検討を進め、取りまとめを行いました。 

 本日はその素案の内容についてご報告させていただくものでございます。 

 次に大阪府国土利用計画（第五次）の構成ですが、第１章 土地の利用

に関する基本構想、第２章 土地の利用目的に応じた区分ごとの目標、第

３章 目標を達成するために必要な施策の概要の３つの事項について示す

こととしております。 

 第１章の基本構想につきましては、前回の平成２８年１月の本審議会で

ご報告させていただきました「基本的考え方」に相当するものであり「土

地利用の基本理念」や農地、森林、住宅地といった「各土地利用区分の土

地の利用目的に応じた区分ごとの基本方向」を定めるものでございます。 

 今回はそれに加え、新たに第２章の「土地の利用目的に応じた区分ごと

の目標」として、「各土地利用区分の利用目的に応じた区分ごとの規模の目

標」、第３章の「目標を達成するために必要な施策の概要」として、「将来

像の実現に向けた施策の概要等」及び「土地利用に関する情報把握と点

検・評価・改善」につきまして、案を作成してございますので、順に御説

明させていただきます。 
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 まず、大阪府の土地利用の概況でございますが、土地利用の特性として、

市街化区域のほぼ全域が人口集中地区であること、都心から概ね４０ｋｍ

圏というコンパクトなエリアに人口が集中していること、鉄道駅から半径

１ｋｍ圏に人口の７割以上が集中していること、海外へのゲートウェイと

して空港・港湾・鉄道・道路等の広域交通ネットワークが発達しているこ

とが挙げられます。 

 次に、土地利用の現状と推移でございます。グラフは近年の大阪府にお

ける土地利用の区分別面積の推移を示したものでございますが、森林・宅

地がそれぞれ府域全体の約３割、農地が約１割を占めている。農地、森林

の面積は減少している。宅地では、住宅地や商業・業務施設等用地は増加、

工業用地は減少している。といった特徴がございます。 

 次に、土地利用の課題でございます。まず、大阪府の土地利用を取り巻

く社会経済状況といたしましては、「環状道路の整備不足」、「企業本社等の

大阪府外への転出」、「農地・森林の荒廃の可能性とそれに伴う防災・水源

かん養・生物多様性等の多面的機能の低下」、「都市部のみどり不足」、「南

海トラフ地震や上町断層帯地震等による甚大な被害の発生の可能性」、「ラ

イフスタイルの変化等による土地利用に対するニーズの多様化」などが考

えられます。 

 これらの社会経済状況を踏まえ、土地利用の課題を３点に整理いたしま

した。 

 一点目は、にぎわい・活力の観点から、「産業の活性化等により、豊かさ

を継続し、都市の質の向上につながる効果的な土地利用が必要」、二点目は、

自然環境、景観の観点から、「良好な自然環境・景観を保全・形成するため、

大阪の特性を活かし、みどり豊かで魅力ある土地利用が必要」、三点目は、

安全・安心の観点から、「災害等に対する安全や誰もが安心できる生活環境
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を確保するため、都市の防災性の向上等につながる土地利用」が必要であ

るとしております。 

 次に、大阪府における土地利用の根幹的な方向性を示す「土地利用の基

本理念」についてでございます。 

 大阪府の土地利用の特性といたしまして、「人口、経済、産業が比較的高

度に集積しており、交通インフラ等の都市基盤も充実していること」、また

「歴史、文化、観光資源が豊富で、都市が周辺山系や大阪湾といった自然

と近接していること」などがあげられます。 

 これらを踏まえた土地利用の基本理念でございますが、「これまでに蓄積

された質の高い自然・文化・歴史的資源、都市基盤のストックなどを活か

しながら、公共の福祉を優先させ、自然環境を保全しつつ、安全かつ健康

で文化的な生活環境の確保と府域の発展を図り、ひいては関西圏、国土の

成長にも寄与する」、としております。 

 次に、土地利用の将来像と基本方針でございます。先ほど整理した、「に

ぎわい・活力に関する課題」、「自然環境、景観に関する課題」、「安全・安

心に関する課題」という３つの土地利用の課題それぞれに対応する、大阪

のめざすべき土地利用の将来像として、「にぎわい・活力ある大阪」「みど

り豊かで魅力ある大阪」「安全・安心な大阪」の３つを掲げ、その実現に向

けた基本方針を計６項目、示しております。 

 次にこの３つの将来像の実現に向けた６項目の基本方針についてそれぞ

れ御説明いたします。 

 まず、将来像１「にぎわい・活力ある大阪」の実現に向けた基本方針の

一つ目、「人・企業を呼び込む質の高い都市機能の集積」でございます。 

 左の図の医薬品製剤製造業等、大阪・関西が強みを有する成長産業の集

積の促進や、また、高付加価値の技術製品の創造等に向け、多様な地場産
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業の集積等を活かした土地利用を誘導いたします。 

 さらには、「第２京阪道路等、幹線道路沿道等における産業系土地利用の

促進」、「企業及び地域ニーズを踏まえた企業立地の誘導」により、「人・企

業を呼び込む質の高い都市機能の集積」を図ってまいりたいと考えてござ

います。 

 次に、二つ目の基本方針、「大阪にふさわしいネットワーク型都市構造の

強化」につきましては、「人流の拡大に資する鉄道ネットワークの充実」や、

「物流の拡大に資する阪神港及び関西国際空港の機能強化や環状道路等の

ネットワークの強化」などを図ります。 

 また都心部では「様々な都市機能の集積を活かした土地の有効・高度利

用や、みどり空間の整備」、一般市街地では「密集市街地の防災性向上や再

開発ビルの再生等による、多様な暮らしを選択できる土地利用の促進」、さ

らに郊外住宅地では「定住性の向上等に資する土地利用の促進」などにも

取り組んでまいりたいと考えております。 

 将来像２「みどり豊かで魅力ある大阪」の実現に向けた基本方針の一つ

目、「都市の格を高める魅力ある都市空間の創造」につきましては、「国際

的なエンターテイメント都市にふさわしい都市の魅力の創造・発信」や、

「自然や歴史・文化施設と調和した街並みの形成等、多様な魅力を備えた

都市空間の創造」、また、「道路空間等の再配分や都市マネジメントの推進

等による地域魅力の向上」を図ることとしております。 

 次に、二つ目の基本方針、「環境負荷が少なく、みどり豊かな都市の形成」

につきましては、「農空間の多面的な機能を活用した都市づくりの推進」や

「都市の魅力を高めるみどり空間の創出」、「みどりのネットワークの形成、

実感できるみどりの創出とみどりの太い軸線の形成」、また、「エネルギー

利用効率の高い都市の形成」、 
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「ＣＯ２吸収源対策として森林の保全と質の向上」、さらには、「地域住民や

ＮＰＯも含めた様々な主体との協働による里山・農地等の保全」、「水源か

ん養機能の維持・向上に資する農地・森林等の保全」、「適切な下水の処理

等による汚濁負荷量の削減」を図ることとしております。 

 将来像３「安全・安心な大阪」の実現に向けた基本方針の一つ目、「災害

に強い都市の構築」につきましては、「減災の考えに基づきハード・ソフト

対策を適切に組み合わせた都市の防災機能の強化」や、「被災時の迅速かつ

円滑な都市の復興の推進」、「市街地の不燃化の促進と密集市街地の防災性

の向上」、さらには「災害リスクの高い地域での新たな市街化の抑制、既成

市街地でのより安全性の高い建物への規制・誘導」、「洪水や津波・高潮等

の災害リスクに対する河川、砂防、海岸保全施設等の整備・強化」、「代替

性の確保の観点から、広域緊急交通路や広域防災拠点等を想定した機能の

強化」を図ることとしております。 

 次に二つ目の基本方針、「誰もが暮らしやすい生活環境の形成」につきま

しては、「生活者の多様なニーズに応じた都市機能の整備と都市機能へのア

クセス性の向上」や、「郊外住宅地における身近に自然とふれあうことので

きる生活環境の創出」、「ユニバーサルデザインに配慮した土地利用の促進」

を図ることとしております。 

 続きまして、第２章の「土地利用区分ごとの規模の目標」につきまして

ご説明いたします。 

 まず、規模の目標の設定にあたっての考え方でございますが、農地、森

林、住宅地といった９つの土地利用区分及び人口集中地区を対象に設定い

たします。 

 このうち、土地利用区分ごとの規模の目標につきましては、様々な調査

や各種統計資料等に基づく土地利用区分ごとの面積の推移を踏まえ、将来
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人口や経済見通し、今後の施策等も考慮のうえ、必要な面積を予測し、設

定することとしております。 

 次に「土地の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標」ですが、基本的

な方向性として、これまでは人口増加に伴い住宅地が拡大してきましたが、

人口が減少に転じ、計画期間内には世帯数の減少も見込まれること等を踏

まえ、公共投資を効率的に行い、都市活力を維持するよう、土地利用を考

えていく必要があるため、農地・森林については、原則として保全するこ

ととします。 

 しかし、大阪にふさわしいネットワーク型都市構造の強化の観点から、

主要な幹線道路沿道等における産業系土地利用や地域の生活拠点から徒歩

圏にある住宅系土地利用については、計画的に促進します。 

 また、事業計画が概ね確定している土地については、周辺の農地・森林

との調和など自然環境の保全に配慮しつつ整備します。 

 加えて、主要な道路・河川の緑化や公園等の整備を図り、公共施設及び

住宅や工場・商業施設等の民有地において緑化を進めるなど、みどりの拡

大を促進します。 

 この基本的な方向性を踏まえて設定した「土地利用区分ごとの規模の目

標」につきまして、順次ご説明いたします。 

 なお、昨年度には、大阪府国土利用計画（第四次）において、目標値と

実績とのかい離が大きい農地、住宅地、工業用地の３つの土地利用区分に

ついて、ＰＤＣＡサイクルに基づく検討を本審議会部会で実施いたしまし

た。 

 大阪府国土利用計画（第五次）の目標値の設定にあたっては、その検討

結果も反映してございます。 

 まず、農地につきましては、農地法に基づく農地転用許可制度の適正な
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運用をはじめ、農業の多様な担い手の確保や農空間保全地域制度による農

地の貸借等により、農地の保全・活用を図ります。 

 さらに都市農業振興基本法に基づき、都市農地の多面的な機能の発揮を

目的として適切に保全・活用を推進します。但し、道路等の公共事業用地

や幹線道路沿道における計画的な工業用地等の産業系土地利用への転換に

よる一定の減少を見込みます。 

 こうした基本方向に基づき、目標値を指標の基準となる平成２５年から

目標年次の平成３９年までの１４年間で、約１，３２０ｈａの減少と設定

しております。 

 次に、森林につきましては、森林法に基づく規制制度の適正な運用など

により、森林の保全を図ります。 

 また、自然公園における優れた自然資源の保護及び利用を促進するとと

もに、多様な担い手の参画による里山の保全活動や、森林環境税を活用し

た災害に強い健全な森林を次世代に引き継ぐ取り組みを緊急かつ集中的に

実施します。 

 但し、彩都や箕面森町におけるまちづくりや、新名神等の幹線道路の整

備など、概ね確定したまちづくりの事業計画の完了に伴う減少を見込み、

目標値としては、約１，８８０ｈａの減少と設定しております。 

 次に、河川・水面・水路につきましては、洪水対策等の観点から行うダ

ムの整備による増加を見込み、必要な面積を確保します。 

 しかし、ため池・水路が持つ災害防止、生物多様性の確保等の機能維持

に配慮しつつ、その機能の一部廃止に伴う減少も見込み、目標値としては、

約６０ｈａの減少と設定しております。 

 次に、道路につきましては、新名神アクセス道路等、道路ネットワーク

の強化施策による一般道路の整備や、事業が概ね確定している住宅地・産
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業用地の開発等に伴う道路整備により、増加が見込まれることから、必要

な面積を確保します。目標値としては、約７４０ｈａの増加と設定してお

ります。 

 次に、都市公園につきましては、適切な維持管理、改修、整備及び積極

的な利用を促進するとともに、「みどりのネットワーク」の形成のため、都

市公園の整備を進め、増加が見込まれることから、必要な面積を確保しま

す。目標値としては、約２７０ｈａの増加と設定しております。 

 次に、宅地でございますが、これは住宅地、工業用地、商業・業務施設

等用地を合わせたものであり、目標値はそれぞれ個別に設定しております。 

 宅地の１点目、住宅地につきましては、平成２４年より人口減少局面に

入っており、世帯数も計画期間内に減少に転じることが見込まれることか

ら、土地の有効・高度利用をはじめ、低・未利用地や空き家、既存住宅ス

トックの有効活用など、既成市街地の再整備を優先し、農地や森林等の自

然系の土地利用からの転換は抑制しますが、大阪にふさわしいネットワー

ク型都市構造の強化の観点から必要な面積は確保します。 

 また、彩都や箕面森町のまちづくりなど、事業計画が概ね確定し、その

完了に伴う増加が見込まれることから、目標値としては、約９３０ｈａの

増加と設定しております。 

 次に、宅地の２点目、工業用地につきましては、新規の工場については、

第二京阪道路、大阪外環状線等の幹線道路沿道及びベイエリア等における

立地の促進を図り、既存の工場については、産業集積促進税制等の活用に

より、維持に努め、また、様々な企業誘致及び事業を継続する施策の展開

により、目標値として、平成２５年の規模を維持すると設定しております。 

 次に、宅地の３点目、商業・業務施設等用地につきましては、鉄道駅周

辺や幹線道路沿道における大規模小売店舗等の立地等が予測され、若干の
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増加が見込まれることから、必要な面積を確保します。目標値としては、

約６０ｈａの増加と設定しております。 

 以上が宅地の３項目に係る目標でございます。 

 最後に、その他用地につきましては、ベイエリアの埋立て地における施

設立地の促進や、鉄道の整備等により、適切な土地利用を促し、増加を見

込みます。空き地や荒廃農地などの低・未利用地については、事業用地と

しての再利用を図るほか、地域住民等新たな土地利用主体による公益的な

土地利用の促進を図ります。 

 目標値でございますが、当項目は、府域全体の面積から他の目標値の合

計を差し引いた値に、海面の埋め立てによって計画期間中に増加する面積

約５８０ｈａを加えたものとして設定されるものであり、約１，８４０ｈ

ａの増加と設定しております。 

 なお、計画の参考数値である人口集中地区につきましては、沿岸部の埋

立による対象地区の増加及び人口減少による対象地区の若干の減少により、

ほぼ現状の規模を維持すると見込んでおります。 

 続きまして、第３章の「目標を達成するために必要な施策の概要」につ

きまして、御説明いたします。 

 まず、第１章の「土地利用の将来像と基本方針」を踏まえ、第２章の目

標を達成するため、取り組むべき施策の概要を例示的に示しております。 

 将来像１の「にぎわい・活力ある大阪」の実現に向けて、基本方針「①

 人・企業を呼び込む質の高い都市の形成」の施策例として、「環境・新エ

ネルギーや健康・医療等の成長産業の誘致促進」や、「幹線道路沿道等にお

ける企業立地の誘導」、また、基本方針「②大阪にふさわしいネットワーク

型都市構造の強化」の施策例として、「関西国際空港の利便性の向上」や北

大阪急行やモノレール延伸等の「鉄道ネットワークの充実」を挙げており
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ます。 

 次に将来像２の「みどり豊かで魅力ある大阪」の実現に向けては、基本

方針「①都市の格を高める魅力ある都市空間の創造」の施策例として、「豊

かな歴史資源、観光資源等を活用した都市の魅力の創造・発信」や「水都

大阪の推進」、また、基本方針「②環境負荷が少なく、みどり豊かな都市の

形成」の施策例として「多様な担い手の確保等による農空間の保全」や、

「森林環境税の導入等による森林の保全」を挙げております。 

 次に、将来像３の「安全・安心な大阪」の実現に向けては、基本方針

「①災害に強い都市の構築」の施策例として、「建築物の耐火性の向上等、

市街地の不燃化の促進」や、「都市基盤施設の整備と防災性の強化」、また、

基本方針「②誰もが暮らしやすい生活環境の形成」の施策例として、「道

路・建築物等、様々な施設におけるバリアフリー化」、「交通安全性の向上」

を挙げております。 

 最後に、土地利用に関する情報把握と点検･評価・改善についてでござい

ますが、ＰＤＣＡサイクルにより実施してまいります。 

 なお、評価にあたっては質的な観点も含めて総合的に評価を行えるよう

に、将来像の実現に向けて、土地利用区分ごとに個別に捉えるだけでなく、

横断的に関連する施策・事業等を活用するなど、多分野との施策連携によ

る取組が求められるため、規模の目標だけでなく、「にぎわい・活力」、「自

然環境・景観」、「安全・安心」にかかる指標の検討及び把握に努めてまい

りたいと考えております。 

 以上、簡単ではございますが、計画素案の概要をご説明させていただき

ました。 

 なお、今後のスケジュールでございますが、本日の審議会の後に、パブ

リックコメントの実施及び市町村に対する意見徴取を予定しております。 
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 その後、平成２９年春の策定を目指し、「大阪府国土利用計画（第五次）

案」としてとりまとめ、年明け後に予定しています、本審議会にて意見聴

取させていただきたいと考えております。 

 以上でご説明を終わらせていただきます。 

 

【槇村 会長】  説明ありがとうございました。今日の素案を出す前に、

部会を何回か開催しておりまして、その中で検討を進めてきたわけでござ

いますけれども、部会に御出席いただいた委員の皆様方から、一言ずつ何

かお話、コメントいただければと思いますが、よろしゅうございますか。 

 それでは、手近からで申しわけございませんが、澤木委員から、お願い

いたします。 

 

【澤木 委員】  大阪大学の澤木でございます。 

 部会のほうに参加させていただきまして、２回ほど議論を重ねてきまし

た。御説明いただいた素案は、割ときれいに納まっているなという感じは

するんですけれども、この国土利用計画の性格として、特に、２章にある

ような規模の目標というものが土地利用区分ごとに数値で示されて、これ

が達成できたかどうかというのが最終的な指標になっていくんですが、部

会の議論の中で多くの委員がおっしゃったり感じたりしてるのは、そのと

きの数値というのは大事なんですが、２章に至るまでに書いてある将来像、

それを実現しようという基本方針ですね。これは非常に美しい言葉でいろ

いろ並んでいるわけですけれども、こういうところに書かれている大阪の

あり方みたいなものがしっかりと国土利用計画の中で実現していくのかと

いう、どちらかというと、質の担保とか、あるいは、質の向上、こういう

ところをしっかりと見ていくようなことが大事なんじゃないかと。これは
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これまでもそうだったとは思うんですけれども、最終章のＰＤＣＡのとこ

ろのＣの仕方かもしれませんが、何か、質的な面というものをしっかりと

見ていく必要があるんじゃないかといったような印象を、全体的には持っ

ております。 

 それから、あと２点ほどございますけれども、主な都市、地域に関する

ことですが、１月の審議会のときにも少し触れさせていただきましたけれ

ども、具体的に言うと立地適正化計画というものの策定が今いろいろ進ん

でおりますが、これは都市再生特別措置法に基づいています。この素案の

中にもネットワーク構造とかコンパクトといったような要素は入っている

んですけれども、府下の各市町村、箕面市はもう２月に策定しております

けれども、いろんなところで立地適正化計画を策定しようという動きがあ

って、今年度末、あるいは、来年度末に向けてかなり計画が出そろってき

ます。この第五次の目標年次が平成３９年ということになっているので、

今まさに、策定している最中の立地適正化計画との整合性、あるいは、本

当に実効性を持った形で土地利用に影響が出てくるのかといったようなも

のを、この計画期間の初期の５年程度でしっかりと動向を注視して、どん

な影響が出てくるのかというのを見ていく必要があるのかなと思っており

ます。 

 また、生産緑地法の中で、３０年間営農するという形で、市街化区域の

中において農地を維持されてきているんですけれども、法ができたのが平

成３年で、指定されたのが平成４年、５年ぐらいが多いと思うんですが、

３０年後の平成３４年ぐらいに多くの農地が期限を迎えてくる。その営農

が更新されるかどうかというのが、ちょうど、次の第五次の計画期間の真

ん中辺に出てまいりますので、都市の農地といったものが、どういう方向

に土地利用が進むのか。先ほどの立地適正化計画の影響とあわせて、不確
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定のところがまだかなりありますので、こういうところを見ながらしっか

りと点検していく必要があるんではないかなと思っております。 

 今回も計画期間の真ん中辺で一旦、見直しがかかるようになっておりま

すが、第五次、１０年間の目標ですが、不透明な部分はしっかりと点検し、

中途で、改正といいますか、改善していく必要があるのではないかと思っ

ております。 

 以上、３点が部会を通じての感想と追加意見です。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 それでは、続きまして、滋野委員にお願いしたいと思います。 

【滋野 委員】  今後の１０年を考えていきますと、少子高齢化が進み、

人口が減少してくると。経済成長を考えても、もう急速な右肩上がりの成

長は望めないという、そういう社会経済状況の中で、今後１０年間、大切

になっていくのは、既存ストックの有効な活用であると思われるわけです。 

 今回の計画では、その点、例えば、住宅地でも今後、世帯数が減少して

いくと、その中で、現在ある有効な既存のストックを有効に活用していく

というようなことが盛り込まれていますし、工業用地につきましても、既

存の工業用地へのニーズが減少していく中で、一部では別の産業ではニー

ズが高いという成長産業の分野もあるわけで、そちらのほうは今後、工場

立地をさらに促進していくというように、現在のだんだん縮小していく流

れに対応しつつも、またさらに成長していく分野には、より成長していく

ようにとの政策がうまく盛り込まれた計画になっているのではないかと思

っております。 

 私の感想は以上でございます。 
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【槇村 会長】  コメントありがとうございます。 

 続きまして、加我委員にお願いしたいと思います。 

 

【加我 委員】  大阪府立大学の加我でございます。私も部会に参加さ

せていただきまして、議論の中で感じているといいますか、自分自身が気

をつけていたことを少しお話をさせていただきたいと思います。 

 前回の審議会でも御議論いただきましたが、土地利用の将来像と基本方

針として、人口減少、それから、超高齢社会を迎える中で、大阪のにぎわ

い・活力をどう担保していくのかということと、それの基盤となります安

全・安心な大阪をどう築いていくのか、災害に強くしていくかということ

が、大阪で府民が暮らしをしていく上で重要なことだと思います。 

 その中ほどにあります、みどり豊かで魅力ある大阪のオープンスペース、

みどりに覆われた空間側から見ますと、にぎわい・活力ある大阪にも寄与

するみどりであってほしいなということと、安全・安心な大阪に寄与する

みどりであってほしいということを考えており、真ん中に１本の柱として、

「みどり豊かで魅力ある大阪」というふうに掲げられていると思っていま

す。にぎわい、それから、安全・安心にどうみどりが寄与するのかという

ことを心がけて議論をさせていただきました。 

 今回の本題が第２章の土地利用の目的に応じた区分ごとの目標になり、

この国土利用計画の柱として農地、森林、河川、水路、道路、都市公園

等々の土地利用の目標値を定めるということになってございますが、先ほ

ど、澤木委員からもございましたように、面積として目標値を掲げるとい

うことと、重要になってくるのが、それぞれの土地利用が農地は農地、森

林は森林、公園は公園として、どのように使われるのか、どのように維持

されるのか、利用面での質の担保が重要になってくると思います。面積の
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増減はございますけども、農地は農地らしく、森林は森林らしく、また、

公園は公園らしくあり、そこで健全な使われ方がされていくにはどのよう

にしていったらいいのか。そのようなことを今の時点できっちりと見きわ

めるということができないかもしれませんが、今後１０年の目標、また５

年の中で農地は農地、森林は森林として、土地利用の質的維持、保全が、

どのようになされているのかを見ていくことが、これから重要になってく

ると思ってございます。 

 そんな中で森林でいきますと、府民参画による里山保全活動を支援する

とともに、森林環境税が今般、大阪府でも取り組まれています。農地でい

きますと、国の施策ですが、都市農業振興基本法が公布されました。今ま

で、みどりと都市との共生について、みどりというふうに言ってきました

が、国の方でも、国土交通省を中心に都市、みどり、農というような言葉

が使われるようになってきてます。今後、農地、森林、公園、また、河

川・水路というようなところがにぎわいある大阪、大阪の安全・安心に寄

与できるように、どのような大阪の府民のみどりとの関わり方があるのか

について、暮らし方としても見ていければと考えています。そういうよう

なことを主に思って、部会に関わらせていただいたという次第でございま

す。 

 以上でございます。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 それでは、私のほうからもということなんですけれども、各委員からコ

メントいただきましたように、素案は、美しい言葉ですっきりとまとまっ

ておりますけれども、部会では、かなり個別的に突っ込んだ議論をいたし

まして、非常に良い部会であったかなというふうに思います。それで、私



平成28年度第1回大阪府国土利用計画審議会会議録 

－24－ 

のほうから特段申すことはないですけれども、全体としたら、ＰＤＣＡを

回していきながら、なぜ、そういうふうになったのか、今後どうするのか

というところを結構議論もしたというふうに思います。私も開発分野に以

前かかわっていた人間といたしまして、今、グローバルな経済社会状況と

いうのは非常に変化が激しいわけでございます。ただ、土地利用も含めた

開発に関しましては、非常に時間を有するということで、開発した、計画

した時点と、それから、１０年、２０年、３０年、非常に長く経っていき

ますと、非常に現在のところに合いにくくなる。それを土地のところから

見直すというのは大変至難のわざだなというのは、私の実感でございます。 

 それで、今回も１０年の計画で特に農地が目標から非常にずれて大幅に

減少したわけですけれども、これをどうするかということと、大きな流れ

の中と、それから、具体的に大阪府、あるいは、関西圏ということにつき

まして、少子高齢、人口減少の中で、活力があるような圏域に、大阪府、

あるいは関西圏にしていくには、やはりまた次のステップが必要であると

いうことで、農地が結果として１０年間、平成３９年まで減少せざるを得

ないというようなことになってしまっているわけでございますけれども、

最後のＰＤＣＡのところで部会委員からもございましたように、各将来像

に係る質的な評価とか、指標の検討というものを今後進めていくことが必

要であろうというふうに思います。非常に具体的な議論の中で、今、申し

上げましたような目標に向けて、将来像に向けて、進めていくということ

ができたかなと思います。 

 

【槇村 会長】  それでは北後委員にお願いしたいと思います。 

 

【北後 委員】  恐れ入ります。それでは、私から部会で印象に残った
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ことについて、申し上げます。 

 安全・安心な大阪ということについて、将来像３で特に議論をしました。

今、南海トラフ地震が起こった場合、非常に大変なことになる。ですから

それに向けて、土地利用を安全なように使っていくということと、一旦、

起こったときに、どういうふうに復興住宅であるとか、そういった用地を

確保していくのか。そういったことが非常に重要な時期にきているんでは

ないかと思います。先ほど、言われてましたように、第五次が１０年であ

りますので、この１０年間でそういったことをどれだけできるのかという

ことが課題であります。 

 ところが、各災害対策の部局のほうで検討されていることと、ここでの

議論の内容がなかなかかみ合っていかない場合もある、ですから、この段

階で各部局での検討も同時に進行しつつ、ここで必要なことは決めておく

といったことが非常に重要ではないかというふうに、私は思っております。

結果的にこの素案に書かれた内容について、具体性が、そういったところ

が少し欠けているんじゃないかということを思っておりまして、そこをさ

らに、各部局との協議を進めながら、これを強化していくのは重要ではな

いかというふうに感じております。 

 以上でございます。 

【槇村 会長】  それでは、ほかの皆様方から御意見、御指摘、御提案

なり、いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 阪井委員、どうぞ。 

 

【阪井 委員】  阪井でございます。 

 概略をお聞かせいただきまして、非常によくできた素案だと感じるわけ

でございますが、私どもの不動産の流通業者としての観点から少し、２点
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御意見がございます。まず、１３ページの土地利用の将来像、将来像の基

本方針、人・企業を呼び込む質の高い都市機能の集積という部分ですね。

今、皆さんも御存じのように大阪は企業がどんどん流出しています。そう

いう中で、人・企業を呼び込む質の高い都市機能の集積ということになり

ますと、例えば、アメリカのシリコンバレーのような、抜本的に企業、人

を集積するような機能を大阪に持ってくるなど、もっともっと抜本的なこ

とを考えていく必要があります。今、大阪は、どんどん工場が減る一方で、

中小企業も一部の企業は非常に頑張ってる企業もありますが、肝心の大企

業がどんどん大阪から流出をしています。こういう実態をどういう形で食

いとめていくかということが私は今後の大阪の国土利用計画には非常に重

要な問題ではないかというふうに感じておるところでございます。 

 それと、もう一点は、住宅地における将来像でございますが、この数字

を見ますと、９３０ヘクタール増えているという１０年後になっておりま

す。先ほど、学識経験者の先生の方の話の中で、質の高い、そういうもの

の創造が非常に重要だというふうにおっしゃっておりますが、私も住宅地

においては、今までみたいな住宅地の創造では、需要が追いつかないとい

う、もっともっと個性的な、例えば、エコタウンをどんどん進めていくと

か。ある意味、個性的な住宅地の供給をしないとこれからどんどん人口が

減少していっておりまして、今現在でも全国８２０万戸の空家があると。

それと、大阪でも６５万戸ぐらいの空家が発生してるんではないかと。そ

して、あるデータでは、２０４０年代には、空家が２，０００万戸ぐらい

の空家が出るんではないかというような、そういうデータも出ておる中で、

この住宅地、そして、今現在も既存の都市機能の更新をどうしていくか。 

 特に、空家において、今、大阪府さんと我々のいろんな流通業の協議会

ができまして、この問題に取り組んではおりますが、私どもの流通業者の
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立場から申し上げますと、なかなか空家の情報を所有者の個人情報という

ような観点で開示をしていただけないと。そういう実態の中で、実際に空

家の抜本的な、その管理にしても改革ができるのかどうかということを非

常に私は危惧しております。これをもっともっと我々と大阪府の中の連携

をしっかりやっていかないと、この問題は解決していかないんではないか

と。それぐらいまで危惧をしておるところでございます。 

 私どもも昨年の４月から、取引主任者から取引士に資格変更いたしまし

たところでございますので、少なくとも私どもの取引士においては、空家

の固定資産税の台帳の開示をしていただくとか、そういう形をしないと、

行政のほうでは、空き家の管理、流通、改革というのは、なかなかできな

いというように思いますので、私どもの流通業者の立場としては、この２

点が非常にこれからの大阪にとって大きな課題になるのではないかと思い

ますので、御意見を申し上げます。 

 以上でございます。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

【田中 委員】  大阪府市長会の会長の八尾市長の田中誠太でございま

す。 

 全体としては、国土利用計画（第五次）素案につきまして、反対するも

のではございませんし、しっかりとおまとめをいただいているというふう

に思ってます。 

 その中で、やはり、先ほどもお話出てましたように、具体的と言います

か、具体性というのは、私も必要だというふうに思ってます。産業でも、

あるいは、自然環境でも、災害においても、個別計画がそれぞれあります
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し、そういったものがしっかりとリンクしていかなければなりませんし、

当然、１０年間の目標という中で全部ができ上がるわけではないというふ

うには思うんですが、どこまで最低、目標点を持っていくのかという、具

体的スケジュールが最終的なＰＤＣＡサイクルの中で、目標を掲げなけれ

ばならないのではないかなというふうに思ってます。 

 特に、大阪府市長会、それから、町村長会と一緒に色々と大阪４３市町

村、力あわせをしながらやっていこうという話をよくするんですが、そう

いった中で、大阪府がグラウンドデザインを広域行政としての役割として、

しっかり果たしていただきたい。そして、グラウンドデザインを全体に出

していただきたいという話をずっとしてまいりました。４年前、知事が市

長会に来て、出すと言いながら、４年かかって、ようやく出てきそうな状

況まできたかなというふうに思ってます。やはり、具体性というか、具体

的な分野につきましては、それぞれ例えば、市町村が持っている目標など

と大阪府の全体の計画が同じベクトルでいくほうがより効率的、効果的に

発揮されるというふうに考えてますので、府市連携をしっかりと進める中

でそれぞれの目標点をしっかり持っていけるような仕組みに、この計画が

生かされれば一番いいのではないかなというふうに考えておりますので、

ぜひ、お願いをしたいと思います。 

 今、阪井委員が言われましたように、特に、市町村の空家対策。これは

非常に大きな課題であるというふうに、実は認識しているんです。国に法

律をつくってはいただきましたが、やはり、まだまだ課題がありますし、

法律ができる前に、八尾市は条例をつくりましたので、条例等と法律がし

っかりと整合性がとれるように今、改善をしていこうということなんです

が、多分、大阪府内の市町村でも利用できかねるような土地利用になって

いる空家がたくさんあるのではないかなと思います。超法規的にできるか
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どうかはちょっと別にして、やはり、将来的な空家対策をしっかりと考え

ていかないと、まちといいますか、そのものが崩壊をするようなことにな

るのではないかなというふうに危惧をするところであります。そういった

ところも含めて個別、具体な対策が必要ではないかというふうに思うとこ

ろであります。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございました。 

 本当は個別の御意見に対して、何かこちらから言ったほうがいいのかも

しれないのですが、時間的に難しいようでございますので、ぜひ、まずは

御意見、御指摘をいただきたいと思います。御提案も結構です。 

 では、橋本委員、どうぞ。 

 

【橋本 委員】  橋本でございます。これは、府議会でも私は発言もさ

せていただいているんですけれども、今度の第五次の策定について、キー

ワード的にみどりとか、森林、公園、農地も含めて出てきてるんですけれ

ども、一つ、土地利用の課題、９ページになるんですけれども、都市部の

みどり不足ということも書いていただいてまして、都市部というのが、こ

の大阪でどこまでのエリアの概念を指すものなのかということを僕はいつ

もお聞きはしてるんですが、大阪市内だけを都市部というのか、周辺、衛

星都市まで全てを都市部というのかというところを、きっちりと方向性を

示していただきたいなというふうに思っています。なぜかというと、大阪

は東京とか名古屋と違って、森林というより山が都市部から、この府庁か

ら約１５キロ圏内にすぐにあると。だから、ここまでをみどりという概念

を持ってすると、すごくみどりある国定公園、金剛生駒国定公園であった

り箕面であったり、すごくみどりが多い地域であることは間違いないとい
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うふうに、私は認識をしておりまして、そのあたりについてのみどりとか

森林についての概念的なものをやはりきっちりとお示ししていただきたい

なというふうに私は感じております。これは意見ですので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

【槇村 会長】  今の御質問に対しまして、都市部ということの議論が

あったかと思いますが、どこら辺までを指すのかをお示しいただければと

思いますが。 

 

【幹事 中村計画推進課参事】  お答えいたします。 

 今、橋本委員がおっしゃっていただいた都市部の概念でございますけれ

ど、都市計画で定めております市街化区域の範囲というふうに考えてござ

います。よろしくお願いいたします。 

 

【槇村 会長】  ということで、おっしゃったように、大阪は非常に、

京都もそうなんですけど、すぐ見渡せるところに山に囲まれておりまして

みどりが目に見えやすいんですけれども、ちょっと、それは置いておいて

ということで、いろいろ議論をしたところでございます。 

 

【橋本 委員】  また、府議会も９月２７日から始まりますので、こう

いう話がたくさん出てくるかと思うんですけれども、都市緑化という位置

づけの中で、やはり都市緑化が、市街化区域内だけの都市緑化か、それが

緑化なのか。隣接して市街化区域があって田んぼがあって、農地があって

いうことであれば、ここはきっちりと都市部のみどりという形の位置づけ

をとっていくべきじゃないかというふうに、私自身は思っておりまして、
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これは意見として申し上げますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【槇村 会長】  加我委員、何かそれについて、補足や説明など何かご

ざいましたら。 

 

【加我 委員】  今、橋本委員からありましたように、全く、私も同感

でございます。まず、市街化区域が都市部だということで、市街化区域だ

けに限ったことではないですけども、大阪府の一人当たりの公園面積は、

５平方メートルぐらいで、全国で一番少ない都道府県ということになって

ございます。今、先ほどございましたように、府民の方々は、身近な公園

のみどりと街路樹のみどり、それから、ビルの足元の広場のみどり、集合

住宅のみどり、加えて市街化区域を取り巻きます農地のみどり、ここから

見えます、金剛生駒、葛城山のみどりというものを全て総合的に評価をさ

れているんだと思います。 

 そんな中で、市街化区域の中の公園として確保できるみどりというのは

少のうございますので、そういったことを一定確保していきましょう、そ

のときに、都市緑化を推進するということと、もう一つ、この将来像２の

ところに上がってます、みどりの話でいきますと、ここの中には、農空間

の多面的機能もございますし、森林のみどりもございますし、加えて河川

水路の生物多様性の確保ということも非常に重要になってございます。素

案の１８ページにありますように、みどりの大阪推進計画で位置づけられ

ていますように、府域の圏域の中で見た多様なみどり、ここを公園と書か

ずに平仮名のみどりと書いて、先ほどもお話しさせてもらいましたが、農

地が農地として森林が森林として公園が公園としての健全性をこれから高

めていくということが非常に課題ではないのかと思ってございます。 
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【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 それでは、ほかの委員さんから御意見、御指摘いただきたいと思います。 

 栗本委員、どうぞ。 

 

【栗本 委員】  森林組合長の栗本でございます。 

 森林について、みどりの評価をしていただいておりますことにとても感

謝を申し上げます。 

 にぎわいという点から言いますと、本当に最近、森林の林道であります

とか、歩道にたくさんの方がお見えになってございます。私どもとしまし

ては、そういった方にトイレでありますとか、少し食べ物なんかを提供で

きるような利便性も踏まえた形の施策も、これからは必要じゃないのかな

というふうに、実は思っている次第でございます。 

 もう１点としましては、先ほど、阪井委員がおっしゃってましたように、

将来、例えば、２０５０年を見据えて、この１０年の計画をつくるという

ように、将来を見越して、さらに、次の１０年をどうするのかというよう

なことについて、ぜひ学識の先生方にそういった視点での御検討をしてい

ただきたいというふうに思っている次第です。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 私たちの生活の時間というのと、森林が持つ時間性というのは全く違い

ますので、そこのところは非常に重要な点かなというふうに思います。 

 ほかに、いかがでしょうか。ぜひ、一言ずつでも。 

 前田委員、どうぞ。 
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【前田 委員】  意見といいますか、素朴な疑問ですが、計画素案の２

９ページの７番の工業用地の部分、３段落目ほどに第二京阪道路、大阪外

環状線等の幹線道路云々というふうに、こちらでは具体的に路線名を書い

ているんですけれども、８番目の商業・業務施設等用地の３段落目の部分

に関して言えば、第二京阪道路等というように、大阪外環状線というのは、

ここでは記載されていないですが、何か意図的な部分があるのかどうかに

ついてありましたら教えていただきたいのと、もし、特に意図的なものが

ないのであれば、この部分に関しても大阪外環状線というような明確なも

のを入れ込んではどうかと思います。以上、お願いします。 

 

【槇村 会長】  事務局のほうで何か今の御意見に対してありますでし

ょうか。 

 

【幹事 中村計画推進課参事】  お答えいたします。民間のニーズに従

っていろいろ設立してる中で、第二京阪のほうには、物流施設の立地が、

どちらかというと、大阪外環状線よりも多いというようなことで、物流施

設というのは、ここの文面でいきますと、商業・業務施設等用地に分類さ

れるというところもありまして、特色的なところで、第二京阪を挙げさせ

ていただいているというところでございます。 

 

【槇村 会長】  今の御説明でよろしいですか、何か、ほかに。 

 

【前田 委員】  そうですね、そういうことであれば、それでいいと思

いますが、僕も地域のまちづくりをやっていく中、市街化調整区域の線引

きの見直しをする中で、外環状線の部分にもそういう物流関係のニーズが
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あるというのも耳にしておりますので、もう一度、そういうところを点検

していただけるかどうかというのはさておいて、もし、入れ込んでいただ

けるんであれば、そうしていただければということで含みおきをいただき

たいということです。 

 

【槇村 会長】  わかりました。意見を受け取りましたので、また、検

討させていただきたいと思います。 

 そのほかいかがでしょうか。どんなことでも構いませんので。今日は素

案の段階でございますので、ぜひとも、いろいろ御意見を頂戴したいとい

うふうに思います。 

 石黒委員、いかがですか。 

 

【石黒 委員】  部会の先生方には御議論いただき、また、すばらしい

ものをまとめていただきありがとうございました。 

 先ほど、部会の先生方を中心に最後の評価のところで、ただの数字合わ

せではなくて、質的に評価していくことが重要だという御意見があったと

思うんですけれども、そこがすごく重要な観点だなと思っております。そ

のことに関しまして、議案書を見せていただくと、最後のところに、評価

に当たっては質的な観点も含めて総合的に行うと書かれていますが、その

後のＰＤＣＡの恐らくＣのところに当たると思うんですけれども、例えば、

ここのＣのところに、その文言を入れるとか、あるいは、質的な観点も含

めて評価するというようなことを概要版のほうも入れたほうがいいのかな

と思いました。一つの提案をさせていただきます。 

 以上です。 
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【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 ３８ページのところ、検討してまいりたいと思います。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

 山野委員、何か御意見ございませんでしょうか。お気づきのところ、ど

んなところでも結構でございます。 

 

【山野 委員】  皆さんがおっしゃるようにみどりが多いというのは大

事なことだと思います。そのみどりもいたるところにあり、電車の駅から

眺められるいろんなみどりがあって、そして、道路にもいろんなみどりが

あるというのはとてもいいことだと思いますので、大いにみどりをふやし

ていただきたいと思います。 

 それと、大阪の都市構造の特性には、良いものがあると思いますので、

それを大いに活かしていただければと思います。 

 また、先ほどおっしゃいました少子高齢、そして、人口の減少が進んで

いるという中で、また、空家も増えているということでございますが、何

とか、この空き家を活かす、その場所を活かす、何か大阪を元気にしてい

ただく方法を考えていただいたら、また、以前のにぎやかな大阪になるん

じゃないかと思っております。何とか以前の元気な大阪に戻ってほしいと

思います。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 先ほど、空家の問題も阪井委員さんから出たところでございますので、

そのことにつきまして、何かございましたら。 

 住宅まちづくり部の方が来ておられるようなので、事務局の住宅まちづ

くり部からお願いいたします。 
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【幹事 三崎都市居住課長】  都市居住課長をしております、三崎でご

ざいます。いつもお世話になってます。 

 まず、阪井委員から御指摘を頂戴しました中古流通ですが、空家対策を

考える上で、新築に負けないような中古住宅流通、中古住宅市場をしっか

りつくっていくということが大事かと思っております。そのためには、中

古住宅を府民の方が安心して買って、自分の好きなように、自分のライフ

スタイルに合うように魅力的にリフォーム、リノベーションやっていただ

くという環境整備を先ほど、御紹介いただいた大阪住まい活性化フォーラ

ムという官民連携の組織もつくらせていただいて、阪井会長も入っていた

だいてやらせていただいてます。 

 御指摘いただいた、所有者情報ですが、これは、国のほうにも団体から

御要望を頂戴していまして、我々も認識しております。所有者情報は、今、

市町村において、空家法による固定資産税情報の活用により把握している

ところですが、それはなかなか事業者さんにまでいっていないというのが

現状として認識しているところです。ですから、個人情報の話はあります

けれども、市町村さんを関与して、その上で宅建業者さんとかに情報を渡

すことや、所有者さん情報と事業者さん情報がネット上で個人情報をうま

く処理してつながるなど、検討できればと思っています。 

 あと、田中委員のほうに御紹介いただきました空家法については、やっ

と市町村の体制整備、相談窓口ができて、これから、特定空家と言われて

いる、周辺に迷惑をかけるようなものをやっと取り組み始めたというとこ

ろでございます。我々としても、特定空家等の対応についても、国のガイ

ドラインなどは、なかなかわかりにくいという話も聞いていますので、大

阪府として、もうちょっとかみ砕いたマニュアルみたいなものを用意して
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市町村さんが特定空家等の対策に取り組めるよう努力させていただきます。 

 もう一つ、おっしゃっていた空家が増えるとまちは崩壊していくんでは

ないかということについては、我々空家というのは、まちを再生する、大

阪を再生する貴重な資産として捉えて、それをリフォーム、リノベーショ

ンして、もう一回蘇らせて、まちの再生とか大阪の再生に使っていかなけ

ればならないと思っています。ちょうど北九州のほうでリノベーションま

ちづくりという、周辺にも広がるような空家の利活用をしていくという取

り組みをしていますので、大阪府もこのリノベーションまちづくりを地域、

市町村を含めて連携しながら、業界団体の皆さんとも連携しながら取り組

もうとしているところでございます。 

 以上でございます。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 北後委員、どうぞ。 

 

【北後 委員】  先ほどのコメント、最後のほうと関連ありますけれど

も、空家の問題は個別の空家の情報とか流通を良くするという話とともに、

その空家が建っている地域の住環境が良くならないと、その地域はなかな

か魅力を感じなくて、その地域に人々が来ようとはなかなか思わないとい

うことがあると思います。 

 議案書の素案の資料１の１３ページをご覧になっていただきたいんです

が、１３ページの一般市街地の、密集市街地の改善、門真市の例がござい

ます。これは従前の状況がこの左上の写真、そして右のほうに整備後の写

真があります。これは恐らく、事業の種類は間違ってるかもわかりません

が、防災街区整備事業といったもので整備されたものだと思います。これ
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は地域の密集度が高いので、延焼危険性、そして、避難安全性、そういっ

たことを改善するというための事業がなされた結果でございますが、その

結果、この地域の住環境整備は非常に良くなって、この地域、周辺の住宅

そのものの改修も進み、雰囲気が良くよくなることによって、このまちに

来街する方も増えてくると、そういう効果もあると思いますので、こうい

う事業は大変、人手がかかるということですが、密集市街地の観点では、

個別の建物を不燃化するということもありますが、まち全体にかかわるよ

うな、こういった事業も一方で進めていくのも大事かなというふうに思っ

ております。 

 

【槇村 会長】  補足のほうありがとうございました。 

 ほかに、阪井委員、どうぞ。 

 

【阪井 委員】  これは、本日出席されている皆さんにちょっとお願い

なんでございますが、空家をしっかりと活性化させていくと。その中で、

よく皆さん中古住宅とおっしゃるんです。中古というのは非常にイメージ

が悪うございますので、先般、国交省もこの言い方を変えまして、既存住

宅というような形で言い方を変えてございますので、皆さんもこれから、

できたら中古ではなく、既存住宅というような一つの表現方法に変えてい

ただけたら、私ども非常にうれしく思います。 

 以上です。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。そうですね、非常に言葉のイ

メージって強いかもしれませんね。ありがとうございました。 

 それでは、ほかの委員様からいただきたいと思いますが、前のほうから、
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池下委員さん、いかがでしょうか。どんなことでも御意見いただければと

思います。 

 

【池下 委員】  ありがとうございます。 

 私も今日、皆さんのご意見を聞かせていただきまして、ちょうど議会も

始まり、空家対策についても考えさせていただいていたところなので、逆

に、委員の皆さんから御意見を聞かせていただきたいなと思っていました。

先ほど言われていた情報開示の点であったり、今、言われたネーミングの

問題などがあると思います。マーケティングの部分に関して直接府として

手を入れることは出来ないところですが、阪井委員などであれば、そうい

うことに対しても、すごく長けられていると思いますので、府に対しての

要望を逆に聞かせていただければと思いました。 

 

【槇村 会長】  空家の問題は全国的に非常に大きな問題で、防災上も

景観的にも安全・安心など、色々と課題は多いところでございますけど、

何かございますか。一つでも、二つでも。結構いろいろ御意見はいただい

たところでございますが。お考えいただいている間にということで、原田

委員、いかがでしょうか。 

 

【原田 委員】  池田市選出府会議員の原田でございます。 

 取りまとめありがとうございます。 

 私は、本当に南海トラフがいつ起こるかわからない状況において、防災

という点で、非常にしっかり力を入れていただいているなと思っておりま

す。それから、都市緑化のお話で、これは感覚的な話になるんですが、伊

丹空港と羽田空港、それぞれ着陸前などに見させていただいたときに、眼
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下に広がる景色として、東京のほうが案外、緑地帯というか森というんで

すか、が多いのかなと思います。大阪の場合はビルなど住宅地が広がって

おりますので、そういうところでもしっかりと都市緑化に取り組んでいか

なければならないということを感覚的に思っておりました。また、そうい

ったところにしっかり力を入れていただいておりますので、ＰＤＣＡを通

して積極的に取り組んでいただきたいなと思っております。 

 以上でございます。 

 

【槇村 会長】  御意見ありがとうございました。 

 こちらに、みどり関係の方が事務局に来ていただいていると思いますの

で、みどり推進室のお二人の課長から何かございましたら、お願いします。 

 

【幹事 仲田みどり企画課長】  大阪府の緑化等につきまして、みどり

の大阪推進計画ということで、平成３７年度までの計画を策定してござい

ます。そこの中では、先ほど、お話がありましたけれども、平仮名のみど

りとしまして、公園、緑地、街路樹等々とあわせまして、森林や樹林地、

またこれらと一体となった水辺等についても、大阪のみどりとして把握を

してしっかり育てていこうというふうな内容になってございます。その中

でも、都市部の緑化というふうな観点につきましては、やはり、大阪の土

地利用という観点から申しますと、市街地がだんだん増えてきているとい

う中でやはり公園とか街路樹等の公共の整備だけでなく都市の主体であり

ます民間の緑化活動のほうを十分促進していくということが重要だと考え

ておりまして、今後とも、大阪府としても市町村としっかりと連携をさせ

ていただいて、都市の緑化に向けて、しっかりと取り組んでまいりたいと

思っております。 



平成28年度第1回大阪府国土利用計画審議会会議録 

－41－ 

 

【幹事 原森づくり課長】  森づくり課の原でございます。 

 先ほど、橋本先生からもございましたとおり、大阪の森林というのは、

非常に都市圏内から近いところでございまして、東京ですと５０キロ圏内

といわれるのが、我々大阪は１５キロから２０キロ圏内に森林が配置され

てございます。そういった都市のみどりの骨格となる森林をこれからどう

質的に向上していくかというのは、我々の取り組むべきことだと思います

ので、積極的にその辺も取り組んでいきたい。今般、環境税もいただいた

中で、その辺での取り組みを進めていきたいと思います。 

 ですので、府域全体のみどりをトータル的に見ていただきますと、都市

部だけではなくて、周辺の森林も含めた中で大阪のみどり、平仮名のみど

りというのをこれから、我々は、やはり考えるべきかと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 それでは、中村委員、いかがでしょうか。 

 

【中村 委員】  ありがとうございます。 

 先ほど、みどりというお話が多くありましたけれども、全体的なことで

感じたことで、今回の土地利用の将来像で「にぎわい・活力ある大阪」、

「みどり豊かで活力ある大阪」、「安全・安心な大阪」ということで、将来

像として３点ほどあります。 

 私は、それぞれの自分のところのまちの誇り、ポテンシャルというもの

が確かにあると思います。先ほど、田中委員がおっしゃった形で、どうし

ても現在、グランドデザインに関して大阪府は都市部中心に物事が進んで
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いるのかなというふうな気がしております。しかし、４３市町村も巻き込

んで大阪全体のデザインというのをしっかりと取り組んでいく。その中で、

今日の議題の中に上がっているようなことも全部ひっくるめているという

ような気がしてならないです。平成３９年の目標でそれぞれの土地利用の

目的に応じた区分により、それぞれの数字が上がってますけれども、この

時点で大阪全体としてのポテンシャルが上がっているのかどうなのかとい

うことを非常に問われるし、また、府民目線といいますか、府民の方も、

大阪に住んでよかった、または、他府県からも大阪に来てよかったと言わ

れるようなまちづくり全体といいますか、そういうこともしっかりと拾い

上げていかなければいけないのかなということを感じました。 

 以上です。 

 

【槇村 会長】  大変、ありがとうございます。 

 それでは、大橋委員、いかがでしょうか。 

 

【大橋 委員】  府会議員の大橋でございます。 

 私は、８月の末に熊本県に訪問してまいりまして、９月の初めに岩手県

に行ってまいりました。熊本地震は、熊本の現地の皆さんに話をお伺いす

ると、地震で熊本が襲われることは想定外であったと、無防備だったとい

うふうに言われておりまして、台風とか水害に対する備えはあったけれど

も、地震に対する備えはほとんどしておりませんでしたと。 

 また、台風が東北に直接上陸するというのは観測史上初めてということ

で、岩手は、大変な被害でございました。東日本大震災のインパクトが強

いので、南海トラフに対する防潮堤のこととか、それらの対策は練られて

おりますけども、毎年、今までなかったような災害が起こっているという
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ことは事実でございますので、そういうことも想定して、これから考えて

いかなければならないことも多いと思います。 

 もう一つ、先ほど空家の対策のお話がありまして、私、岩手県の大槌町

の町長さんにこの前お会いして、お話を伺ってまいりました。５年経過し

た今でも町の中心部は、ほぼほぼ復興が進んでないという状況でございま

した。その原因の一つが、地権者がわからないので進められないというこ

とです。地権者が明治時代から変わっていないというような土地が多くて、

そこを復興しようとしても進めることができない。超法規的なことができ

れば良いですが、それがなかなかできないという悩みを聞かせていただい

た次第です。被災地のいろんな状況、意見を掌握しながら進めていくこと

も必要ではないかというふうに思いましたので意見させていただきます。 

 

【槇村 会長】  大変貴重な御意見ありがとうございます。 

 大体、どの委員からも御意見をお伺いしたと思いますけれども、全体、

お聞きして、事務局から何かございますでしょうか。 

【幹事 中村計画推進課参事】  いろいろ御意見をいただきまして、あ

りがとうございます。 

 最初に、阪井委員から抜本的なシリコンバレーのような機能のあるまち

をというようなお話いただいてまして、これにつきましては、議案書の資

料の１の９ページで、将来像１の、にぎわい・活力ある大阪の基本方針①

というところで、人・企業を呼び込む質の高い都市の形成という項目ござ

います。ここの２段落目のところ、大阪から付加価値の高い技術、製品を

数多く生み出し、ハイエンドなまちづくりを推進するためにイノベーショ

ンを先導する企業や人材等を呼び込むとともに、これらを支える世界有数

の高い技術を持つ、物づくり産業や多様な地場産業の集積を生かした土地
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利用を誘導しますということで、記載はしてございます。おっしゃってい

ただいた御意見、真摯に受けとめながら、こういったことに取り組んでい

きたいなというふうに考えているところでございます。 

 それから、みどりの御意見と、空家の御意見がかなり多かったかなと思

うんですけれども、どちらも大事な項目というふうに認識をしてございま

す。それ故に、将来像の中でもみどりですとか、安全・安心というところ

を立てて、基本方針も書かせていただいているところでございますので、

いただきました御意見も踏まえまして、しっかり取り組んでいきたいなと

いうふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

【槇村 会長】  ありがとうございます。 

 従来の見直しみたいなところと、今、災害の話が出ましたけれども、今

まで想定外だというふうな言葉で言われていたところが想定外ではなくな

るという、少し、状況も変わってきたかなというふうに思います。そうい

う意味では、従来からのＰＤＣＡを回しながら検討し、かつ、今までにな

かった非常に大きな変化に対応し、今後の１０年間を考えていくというこ

とで、いろいろ御意見をいただいたのではないかと思います。 

 今、事務局からお話があったように、みどりとか空家とか災害とか、今

日、いただきました報告に対しての御意見につきまして、今後の計画策定

に反映されるように検討を今後とも進めてまいりたいというふうに思いま

す。これで、審議会を終わらせていただきますけれども、大阪府から何か

ございますでしょうか。 

  たくさん御意見いただきましたので、今後また検討したいというふう

に思っておりますので、今後のスケジュール等、先ほど、御紹介いただき
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ましたが何かございましたら。 

 

【幹事 中村計画推進課参事】  先ほど、御紹介させていただいた今後

のスケジュールを再度御確認の意味も込めて申し上げたいと思います。本

日は審議会、いろいろ御意見いただきまして、ありがとうございます。そ

れを踏まえまして、作成をしたものをパブリックコメントにかけるととも

に、市町村に意見聴取を予定してございます。その後、２９年春の策定を

目指して、案を取りまとめて、年明け後に本審議会で再度意見聴取をさせ

ていただきたいというふうに考えてございますので、よろしくお願いいた

します。 

 

【槇村 会長】  それでは、これをもちまして、平成２８年度第１回の

大阪府国土利用計画審議会は終了させていただきたいと思います。 

 たくさんの御意見頂戴いたしまして、大変ありがとうございました。 

 

４ 閉会 

 

【司会】  長時間にわたる御審議ありがとうございました。また、貴重

な多くの御意見をいただき、ありがとうございました。 

 本日のご審議を踏まえ、大阪府において必要な手続きを進めてまいりた

いと思います。 

 以上をもちまして、平成２８年度第１回大阪府国土利用計画審議会を閉

会させていただきます。 

 本日はどうもありがとうございました。お疲れさまでした。 

午後５時閉会 


